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①はじめに

4月24日""5月5日、第28回フィリピンKMU-ISAは、「高まる貧困、抑圧、軍事化のなか

で、労働者よ、新自由主義グローパリゼーションに括抗せよ!Jのテーマの下で開催された。これに

ALUI/ AWCとして参加した。

②日程

4月24日 マニラ現地集合

4月25日 午前 ISAC国際連帯会合〉オリエンテーション

午後 ISMM C鉱山に関する国際連帯使節〉オリエンテーション

4月26日""29日 工クスポージャー(ルソン島北部コルディレラ地方、ミンダナオ島力ラガ地方〉

4月30日 午前 ISMM記者会見

午後 KMU事務所訪問・メーデー準備男学

5月 1日メーデー

5月 2日観光、会議ClSMM)

5月 3日 午前 グローパリゼーションに関するレクチャー

午後会議(各国報告)

夕方 ソリダリティ・ナイト

5月 4日 組合訪問(ラグナ州の工業団地内の労働組合訪問、ホンダなど〉

5月 5日現地解敵

③，加者(フィリピン以外〉

日本 、韓国 〈サイバー労働大学、労働社会科学研究所、オサン・ダーソム・コミュニティ)、オ

ーストラリア CAustralian Workers' Union、AustralianManufacturing Workers' Union)、

ドイツ 1CMLPD/元鉱山労働者〉、アメリ力 .Cフィリピン系1、教会系1ClSMMのミンダナオのみ))、

ベルギー 。

@おMMについて

*今年の ISAの特徴は、 ISMMを行ったことにある。山岳地帯等での外国資本による開発と軍事化は、

多くの揚台、鉱山開発と密接に関係している。これまで鉱山開発問題は、環境・軍事化・先住民など

の視点から取り上げられてきたが、これを鉱山労働の視点から取り上げようとする試みであった。

*エクスポージャーの訪問先は2力所あったが、昨年、新人民軍が襲撃した日系企業ち操業するタガ二

ート鉱山(北スリガオ州〉があるミンダナオ島力ラガ地方を訪問した。力ラガ地方4州|を4日で回る

強行スケジュールで、またこの機会に鉱山労働者の組織化を行おうとする取り組みでちあった。タガ

ニートは日程の都合で労働者と話をすることは出来なかったが、大規模な露天掘り・環境破壊は確認

できた。 4月28日は、南スリガオ州で教会・自治体などによる鉱山反対の30キロにわたるヒュー

マンチェーンが取り組まれており、現地での反対闘争を垣間見ることができた。

コルディレラの方は、ペゲット州の鉱山・鉱山労働組合を訪問すると共に、今年各州'1で開催されてい

たコルディレラ・デーに参加した。

*ISMMは、 30日に記者会見を行った。メーデー前日のKMUの記者会見なので、多くのマスコミが

詰めかけ、テレビ・ラジオ・新聞などで取り上げられた



⑤メーデーについて

*KMUメーデーは、炎天下の中、朝から夕方まで行われる。マニラ市内の数か所の集合地点から、大

統領府近くの全体集合地点、今年はプラザ・ミランダ(キアポ教会前)までデモをした。昼休憩の後、

そこから改めて全部隊で、大統領府に向けデモを行い、メンジョーラ橋の所で夕方まで集会を行う。

(前日のテレビ報道は、 KMUの集合地点と、大統領府前の交通迂回やバリケード作り等を繰り返レ

報道していた〉。

*メーデーは、報道関係はKMUを中山に取り上げており、 KMUが文字通りフィリピンの〈左派〉労

働運動を代表していることを示していた。 2日のインクワイラー紙1面の写真には、米大使館に向か

うメーデー部隊が取り上げられ、 AWCのノポリち写っている。マニラブリテン紙の1面写真は、ま

た別のKMU部隊が取り上げられていた。
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*集会では、 ISA参加の海外ゲストが登壇レ、オーストラリアからの参加者が代表して接路《した。

*KMU を中I~\とした賃金の 125ペソ引き上げ要求に対して、アキノ大統領は、メーデー当日の朝に

拒否する見解を示した。

⑥会醤について

*会議は、フィリピツ側の準備したレクチャー (25日午前、 3日午前〉を隙いては、 3日午後の各国

報告がまとまった会議であった。文書準備は、日本が最も良く行っていた。韓国・ドイツなどは、文

書以外に、 CDなどを持ってきて、参加者・訪問先に配布していた。英語圏の人たちは、その揚で口

頭で報告

⑦感想など

*今年のISAは、 ISMMを軸としたものであり、これは成功裏に終わった。メーデーもKMUのフィリ

ピン社会における力を示すものであった。

* 参加各国の感想では、学生・青年が労働者の組織化やメーデーに多く参加していること

に苅する驚きと評価が寄せられていた。


